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「更なるご支援をお願い申し上げます」 

社会福祉法人京都光彩の会 

統括施設長 上村啓子 

 

2011年という新しい年が始まりました。皆様、本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

本年も引き続き障害者自立支援法にかわる新法の制定や障害者権利条約の批准、障害者基

本法の改正に向けていろいろな動きが見られることと思います。「障がい者制度改革推進本

部」やその実務チームである「障がい者制度改革推進会議」では年末に「第２次意見」が示

され、障がい者制度改革について考える地域フォーラムが各地で開催される予定になってい

ます。 

一方、昨年の１２月３日には自立支援法の改正案が可決されました。この改正案は６月の

国会で廃案になった自民・公明党案が無修正で再上程されたものです。施策を見直す間の法

律であるのに新法制定や自立支援法廃止にはふれられておらず、１割負担の仕組みも残って

います。2012 年に新法の法案が提出、2013 年に実施という期限から混乱を招きかねません。 

政治情勢の不安定さや国の財政が厳しい状況で、法もどのようなものになっていくか先行

きに不安を感じます。地域移行がすすんでいない現状、利用者負担の大変さ、事業運営の厳

しさなど現状を伝え、障がいのある人たちが当たり前に地域で働き生活できるよう改善を粘

り強く訴えていきたいと思っています。 

喫緊の課題として平成２３年度中に法人の運営施設である京都市朱雀工房が事業移行を終

えなければならないということがあります。「働きたい」という思いにこたえてジョブコーチ

支援事業や清掃講習会や職業訓練、施設外就労などを実施し、就労支援を行ってきたこれま

での経過から就労移行支援事業と就労継続支援事業Ｂ型の多機能型が考えられます。朱雀工

房のご利用者の皆さんのご希望を第一にして、望まれる支援を行っていきたいと思っていま

す。移行には利用率が高くない状況から困難も予想されますが、活動を見直し拡げていく、

また法人内で連携を強めるよい機会になると考えています。 

皆様のお力添えがないと乗り切れません。よろしくご協力とご支援を賜りますようお願い

申し上げます。 

光 彩 だ よ り 
２０１１年冬号（２０１１．１．３０発行） 

★精神障害者通所授産施設 京都市朱雀工房     ★グループホーム賀陽 

★京都市中部精神障害者地域生活支援センター    ★グループホーム山ノ内 

   「なごやかサロン」             ★グループホーム光 

★就労継続支援Ａ型事業所 ワークステーションかれん工房 

★就労継続支援Ｂ型事業所 西山高原工作所 

 

《発行》社会福祉法人 京都光彩の会（発行責任者／上村啓子） 
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京都市朱雀工房より 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■朱雀工房の近況 

 

現在、朱雀工房の登録メンバーは 21 名と

なっており、それぞれのペースで自分の目標

に向かって毎日の作業に取り組んでおられ

ます。登録されている中でも今年度 3 名の方

は就職が決まり、在籍しながら新たな職場で

チャレンジされています。就職されたメンバ

ーさんの存在は、朱雀工房のメンバーさんに

とっても良い刺激になっているのではない

かと思います。スタッフとしても、時々朱雀

工房に顔を出したり、電話で近況報告をして

くれたりするのを嬉しく思っています。 

新年１月４日には新春のつどいを持ち、

各々抱負を披露しました。就職したい、もっ

と通所できるようにしていきたい、健康に気

をつけるという決意を表される方が多かっ

たです。 

来年度は自立支援法の事業移行など変換

期となりそうですが、メンバーさんと一緒に

目標に向かって頑張っていきたいと思って

います。また法人では『ＯＡ基礎講座』・『ヘ

ルパー2 級取得講座』、新たに加わった『Ｏ

Ａ在職者訓練』と『ＯＡ実践科』各職業訓練

も実施したいと考えており、沢山の方との出

会いも楽しみにしております。 

朱雀工房に少しでも興味を感じられたら、

お気軽にご連絡下さい。何時でもお待ちして

おります！         （青木保子） 

 

 

■就職されたメンバーの声 

 

 就職活動をして約 1年、就活のために役立

つかと、朱雀工房に入りました。自分自身手

先が器用でないのでどこまでできるか不安

でいっぱいでした。しかし入所直前まで受講 

していた OA基礎科で一緒の方がやさしくい

ろんな所で教えてくれたり、助けたりとし

てくれたので、すごくやりやすかったです。

あと、工賃がすごくうれしくて改めて、お

金のありがたさがわかったような気がしま

す。 

 しかし就活の方はうまくいかず 1 年半で

約 40 社落ちました。 

 そして、平成 22 年 4月、京都障害者職業

センターから連絡がきました。もう 50 歳に

なったのだから就職をあきらめろと言われ

ると思い行きました。そこで今の会社を紹

介され面接を受け、合格しました。 

実習 2 週間(無給)ジョブコーチの方がき

てくれて、まずご自身が仕事を覚え、私に

教えてくださいました。初めての仕事が多

かったので大変助かりました。 

トライアル雇用 3 ヶ月の間も毎週来てい

ただき、私の悩みを聞いて的確なアドバイ

スをいただき、続ける事ができて雇用され

る事が出来ました。 

 今では体力もよく付き、なんとか家のこ

とと両立してできています。 

 あとは自分がどこまでがんばれるな？！

と思っているところです。 

（林茂之） 

 

 

■レクリエ－ションの感想 

 

昨年１１月５日にかれん工房と西山高原

工作所と合同レクリェーションで「ひらか

たパーク」に行きました。行く前は久しぶ

りの遊園地を心配する声も少しあったよう

ですが、現地では菊人形を見たり、乗り物

に乗ったり、動物と遊んだりと皆で楽しん

だ一日でした。皆の感想をご紹介いたしま

す。 
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・４０代になり、遊園地は２９年ぶりで、 

 アトラクションに乗る前は、予期不安 

 が起こりましたが、ジェットコースタ 

 ーとか、バイキングに乗ると、めちゃ 

 くちゃおもしろかったです。菊人形は、 

 菊の花を交換する職人さんの腕前が素 

晴らしかったです。      （Ｍ） 

 

・ジェットコースターがムッチャおもし 

ろかったわ。また連れてって。 （Ｎ） 

 

・観覧車からの景色が良く、また行きたい 

 です。            （Ｆ） 

 

・たまには仕事以外の息抜きが必要。春 

と秋の２回してほしい。    （Ｍ） 

 

・ひらかたパークでみんなと遊び、すがすが

しい楽しい一日となりました。また機会が

あれば参加したいです。    （Ｎ） 

 

■もちつき大会をしました！！ 

 

 毎年恒例のもちつき大会が昨年 12 月 28

日に行われました。今回はかれん工房やグ

ループホームと合同で行いました。地域の

役員の方お二人に来ていただき、餅のつき

方や丸め方などのご指導を頂きながら行い

ました。出来たお餅で各施設の鏡餅を作っ

たり、豚汁や大根おろしと一緒に皆で美味

しく頂きました。参加者の声をご紹介いた

します。 

 

もちを大根おろしにあわせて、大変おい

しく８個もたべてしまいました。つきたて

のおもちは、出来立てほやほやで、みんな

で協力して作った餅の味は、感無量でした。          

（Ｈ） 

地域の役員の方２人の的確な指導があ

り、しっかりとした餅が出来、大変よかっ

たです。餅をつくときに初めは、力の入れ

方がわからず餅つきをしていました。指導

が入り何とか様になりました。餅も喜んで

くれたと思います。おいしい餅が食べれて

良かったです。         （Ｆ） 
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なごやかサロンから 

京都市中部精神障害者地域生活支援センター「なごやかサロン」

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●なごやかサロンの相談業務 

 

なごやかサロンの相談支援の関わりとして

は、概ね、以下の内容から成り立っています。 

①平日夕方 4 時～夜 8 時、及び土日祝日にサ 

ロンとして来所され、利用されている方 

（土日祝日のプログラムを決めるミーティングに参加した 

人、当日のプログラムに参加する人、参加しての感想を話 

し合うミーティングに参加する人がそれぞれ異なり、サロ 

ンの利用について、まとまりを持って意見を聞くというこ 

とが難しい状況があります。） 

②その上で、必要に応じて、個別に支援を行っ 

ている方 

③相談支援事業の中で、サービス利用計画の支

給決定の上で契約を行い、サービスの調整や

訪問を行っている方、また、サービス利用計

画の対象ではなくなったけれども、個別の訪

問や相談などの形で、支援を継続している方 

④保健センターや医療機関からの依頼を受け 

て、訪問等にて個別の支援を行っている方 

⑤退院支援事業での関わり 

自立支援員の関わりを基本としながらも、な

ごやかサロンのスタッフが支援を行う場合

や、退院支援事業の対象者の方が退院された

あと、事業終了後に自立支援員から引き継ぐ

形で訪問等にて支援を行っている方 

⑥グループホーム・ケアホーム入居者への支援 

 夜間巡回や緊急時の対応等にて、生活支援員

とともに入居者への支援を行ったり、退所さ

れたあとも支援等を行っている方 

⑦法人施設・事業を利用されている方や「卒業」

された方への支援 等々 

自立支援法の下での事業移行前には、精神保

健福祉法に基づく社会復帰施設としての精神

障害者地域生活支援センターとして、基本的に

は、施設として、来所での利用が軸となってい

ましたが、事業移行前後からは、年を追うごと 

に、個別の支援、訪問等が求められ、それに相 

応した人員配置を必要とする状況となってい

ます。また、（他の支援センターと同様）自立

支援協議会や地域ネットワークに関わる業務、

関係機関、専門職同士のつながりにおいて求め

られる役割があります。 

研修会等に関わっての準備や講義が重なる

と、何かに追いこまれている感が強くなり、会

議に出席するにしても、責任と共に、多くは準

備や事後の調整も含めて担わないといけない

内容を伴います。 

国レベルでも、急速に進む高齢化社会の中

で、社会保障制度の維持、充実、財源の目途も

ふくめた制度設計が課題となる中、果たしてこ

の先どこまでやっていけるのか、地域の一機関

としてなかなか先が見えにくい中で、無理があ

っても求められる役割を果たしていく必要が

あります。現状のままでは、オーバーフローと

なるのは必至で、地域において何が求められて

いるか、あるいは相談支援機関として自らの力

についてのアセスメントの上で、どこに軸足を

定めていくのか、優先順位の判断も含めよく話

し合っていく必要があります。弱音をはきそう

になる自分を感じつつも、それではすまされな

い責任を改めて感じます。     （藤井弘） 

 

●京都府精神障害者退院支援事業 

 

本事業の委託を受けて今年度で 6年が経過しよ

うとしています。国の流れとしては、これまで

『精神障害者地域移行支援特別対策事業』とし

て長期入院の方への退院支援を行ってきまし

たが、今年度より「地域を拠点とする共生社会

の実現」を目的に、『精神障害者地域移行・地

域定着支援事業』として、新たにピアサポータ

ー（※）の同行活動経費の予算計上と地域定着 

支援を新規事項として盛り込む形で事業展開 
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を行っています。 

本人が住み慣れた地域を拠点とし、本人の意 

向に即して、本人が充実した地域生活を送るこ

とができるよう病院と地域が一体となった支

援の必要性が高まってきています。退院はあく

までも地域生活につなげるためのプロセスで 

あって、「地域へ移行後の生活をいかにその人

らしい豊かな生活にしていくのか」ということ

が事業の最大のテーマだと思います。“様々な

サポートを受けながらも本人自身が自分の生

活を作り上げていけるよう寄り添う”という視

点を持って今後も取り組んでいきたいと考え

ています。また、ピアサポーターについては、

京都においてはまだまだ具体的な活動にまで

は至っていないという状況ですので、みなさん

のご協力も得ながら課題解決に向けて取り組

んでいきたいと考えています。今後とも、ご指

導・ご理解のほど、よろしくお願い致します。 

※ピアサポーター：同じ障害を持った仲間。自

分の体験をもとに、本人のペースに合わせ相談

に乗りながら入院中・退院後の支援を行いま

す。    自立支援員（地域移行推進員） 

         渡辺恵司・山縣知佳 

●研修報告 

『精神疾患はどこまでわかったのか』 

 

2010年 10月に大阪の支援センターが開催したイ

ベントのなかで、『精神疾患はどこまでわかった

のか』という講演会に参加させていただきまし

た。講演の軸となった内容は、精神疾患が進行

性の脳体積減少によって生じる疾患（症状）で

あるということでした。そのためうつ病や統合

失調症という分類も、体積減少の脳の部位が異

なるだけで根本的には同じ病であるという説明

であり（聴覚・音声言語中枢である左上側頭回

の体積減少による幻聴等の症状）、私にとっては

新しい視点でした。「30年前と同じドーパミン仮

説が今でも様々な場で語られているが、実際に

はもっと多くのことがわかってきている」とい

う先生のお言葉通り、ドーパミン以外の経路か 

らも脳体積減少につながることや、服薬が効果

のない理由や薬が合わないことの理由（前薬を

やめたことによる離脱症状の影響も大きい）、薬

の種類によっては進行を遅らせるだけでなく、

脳体積そのものを上昇させる効果が高いものも

あるということ。脳体積の減少は脳の成熟に必

要なことで、けっして特別なことではないこと。

また、数年後にアメリカで発売されるとされて

いる新薬（PDE4 inhibitor）は、副作用がほと

んどない予想で、精神科の薬ではなく一般的な

記憶増強剤として出回るのではないかという、

期待の高まるお話もありました。このような医

学的な視点で精神疾患を説明することは、精神

疾患が決して不可解なものではないという人々

の理解につながっていくこととして有効性の高

いことと感じました。 

まだまだこの場では書ききれないことがたく

さんあり、他にも刺激を受けた研修や勉強会は

たくさんあります。今後も皆さまにお伝えでき

るよう努めていきたいと思います。 

                （山本洋） 

●“話す”“聞く”練習をしませんか？ 

 

あたりまえのことですが、人生に悩みや困り

ごと、ストレスはつきものです。人はそのよう

な時に、家族、友人など、様々な人によって支

えられています。“人に相談したい時”“人に話

を聞いてもらいたい時“うまく相手と話すこと

ができているでしょうか。自分が言いたいこと

を整理したり、言葉にして人に伝えることは、

けっこう難しいことではないかと思います。ま

た、聞き手側も同様に、相手の状況や真意を理

解するのは簡単なことではありません。 

なごやかサロンでは、参加者間でいろんな話

ができる場として、「月曜トークの会」というプ

ログラムがあります。話をしたり聞く練習の場

としても活用できればと思っています。よろし

ければ、ぜひ一度ご参加ください。     

※月曜トークの会 

毎週月曜日（祝日を除く）18:20～19:20 

（萩原和子） 
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ワークステーション かれん工房 

●かれん工房の近況 

 

2011年かれん工房の仕事初めは一人一人目

標を書き初めすることから始まりました。 

振り返れば 2010 年日々の業務に追われ、これ

と言って目標を達成することが出来ませんで

した。だから、今年は書き初めを目に入る場

所に飾り普段から意識を持つようにしていま

す。かれん工房全体の目標は、皆打ち立てた

目標を達成するために「有言実行」に決まり

ました。各々個性溢れる書き初めに仕上がっ

ていますので、近くまで来た際にはお気軽に

お立ち寄り下さい。 

立ち上げから関わらせて頂いた喫茶ぴあ・

ひとまちですが、今年の 1 月をもって撤退さ

せてもらうことになりました。こちらの都合

で大変ご迷惑をおかけしますが、今後のかれ

ん工房の方向性を考えた上での苦渋の決断で

した。今まで関わり応援して下さった方々に

は大変感謝しております。本当にありがとう

ございました。     

（かれん工房職員一同） 

 

●実習の振り返り 

 

[2 つの実習先を経て…] 

僕は去年かれん工房から 2 回一般就労のた

めの実習に行きました。 

一つは普通の喫茶店でした。そこは店の中 

で熱帯魚を飼って展示してあって雰囲気のい

い、誰でもふらっと立ち寄れるお店でした。 

僕の仕事は主に皿洗いでしたが店長の作られ

ている料理やコーヒーを入れられている姿な

ど普段かれん工房では見られないことが見ら

れました。期間は 4 日間でしたが働いておら

れるみなさん、社長と、とてもいい人に巡り

会えました。そこでは一般就労には結びつき

ませんでしたが貴重な体験をさせてもらいま

した。 

 もう一つの実習先は物流の会社の倉庫でし

た。トラックから運び出される牛乳やパンな

どを入れるパレットを台車に積み上げて片付

け、業者ごとにパレットを仕分ける作業をし

ました。まるでテトリスをやっているようで

した。作業自体は難しいことはありません、

しかし体を動かすので汗をかきます。プラス

チック製のパレットを手で持ち上げたりする

ので軍手がいります。雨の日はパレットが濡

れていたので軍手が水で濡れて汚れてしまい

ます。期間は 4 日間でしたが貴重な体験でし

た。          （Ａ氏） 

 

[仲間の大切さ] 

 一般就労を意識して作業所で訓練してきた

つもりでしたが、実習日が近づくにつれて不

安がおそってきました。まず作業所に 5 年近

くもいるとその世界にどっぷりつかり作業所

を出るということが想像できなくなっていま

した。日に日に増す緊張と不安の中、「なんと 
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かなる」と自分に言い聞かせ実習に望みまし

た。 

実習が始まると病気の理解度が少ないこ

とを感じました。作業所ではメンバーや精神

病に理解のある職員に囲まれ病気のことを

自然に話します。しかし、職場では表に出に

くいこの病気は社員さんにはわかりづらく、

声掛けがなく不安でした。でも、その職場に

は障害を持った方がおられ自分の心の中に

何か安心できるものがありました。昼休みに

思い切ってその方々に話してみたら真摯に

聞いてくださいました。 

後日ジョブコーチにその事を話し、社員さ

んに伝えてもらうと驚いた顔をされていま

した。以降あまりにも不安が大きくなると、

その方々に話すことにしました。するとだん

だん不安から安心の方が大きくなっていき

ました。結果 1 日も休まず実習に行くことが

出来ました。特殊な悩みを共有できる仲間が

いることはとても心強いなと心底思いまし

た。これからも作業所の仲間、職場の仲間を

大切にしていきたいと思います。 

              （Ｂ氏） 

 

 

●所外レクの感想 

 

 ぽかぽか陽気に花満開 

11 月 5 日、京阪電車に乗って朱雀・西山・

かれんの 3 施設が各々、枚方パークに行きま

した。その日は快晴で、ポカポカ暖かい日射

しでした。京阪電鉄百周年の菊人形は、人が

大勢で「龍馬伝」の菊人形に行けて良かった

と思いました。 

 ローズガーデンは秋バラの他にも花があ

り、小さい子ども連れの人や、高齢者の人も

楽しそうでした。私も、ベンチで花を見なが

らお弁当を食べました。その後、スタッフや

メンバーと乗り物に乗ることになりました。 

長く乗り物には乗ってなかったので、大丈夫

かな?!と思っていたけれど、ジェットコース

ターなどに思い切って乗ると、空が近く感じ

られて、もっといっぱい乗り物に乗りたい気

分でした。お土産は、“くらわんか餅”とい

う枚方名物の焼き餅を買いました。花もいっ

ぱい咲いていて、楽しかった。 

また、レクレーションに参加できたらいい

なあと思いながらの 1 日でした。 

（Ｃ氏） 

 

 

ぐるぐるメリーゴーランド 

 まず今年は、京阪電鉄百周年なので「龍馬

伝」の菊人形展を見に行けて本当に良かった

です。もう菊人形は職人が後継者不足で見ら

れなくなると聞いて残念と思っていた矢先

のことでしたので、確かにまだ飾り付けが出

来ていない人形もあったのですが、頑張って

飾り付けをしておられました。 

 私はＥさんとメリーゴーランドに乗りま

した。他の人からは、馬か馬車に乗るよう進

められたが、それでは楽しくないと思い、コ

ーヒカップみたいにぐるぐる回る乗り物に

乗りました。ちょっと目が回り、後でくらく

らしたのを覚えています。 

 その後、ひらパーに来たのだから、観覧車

に乗りたいと思い乗りました。ひらパー全体

を眺められ、淀川までも見られて良かったで

す。 

 他の人はマクドでお昼ご飯を買っていま

したが、私はお弁当を持参していたので、み

んなと一緒にご飯を食べました。みんなとひ

らパーに行けて楽しかったです。 

（Ｄ氏） 
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西 山 高 原 工 作 所 

新しい年を迎えて 

 

一年の計は元旦にありといいます。西山高

原工作所は恒例の《初会》でスタートをきり

ました。そこで新年の抱負をそれぞれが述べ

たのですが、抱負というと何か大変なことを

言わないといけないような気がするもので、

とっても難しいのですが、そこはみなさん自

然体で自身を冷静に見つめて発言されまし

た。  

年末には仕事納めの《納会》があり、そこ

では体調の変化などしんどかった時期を振り

返る言葉が多く聞かれました。どの方も大変

努力して一年を乗りきってこられたわけで

す。そして、次の一年に向けての気持ちの多

くは〈元気になりたい〉というものでした。

新年の抱負として着実に一歩前に進んでいき

たいという思いをたくさん聞けました。 

〈元気で仕事をしたい〉〈出来るだけ休まず

に来たい〉といった感じでしたが、これは〈仕

事が楽しい自分〉のイメージで、〈生活リズム

を整え毎日通所したい〉という気持ちに通じ

ます。〈今年は夏を仕事しながら乗り越えた

い〉という抱負も体調に気をつけて乗り越え

ていくのだという思いがよく伝わってきま

す。「前向きに生きよう」と考えておられるの

です。周りから見て華々しいことはなにも起

こっていない様に見えても、何事もなく過ご

せているということは、前向きな努力の成果

であり、もっともっと自信をもって良いはず

です。 

 〈例年通り作業や配達を積極的にするだけ 

 

 

 

である〉と語られた人がいました。「だけ」と

いう言葉を使って謙虚な表現になっています

が、ねばり強く自分にできることを続けている

のは素晴らしいことだと思いませんか。 

毎年新年の抱負では、元気でいたい、元気に

なりたいという言葉を多く聞きますが、「元気」

になるためには、自分で自分を認め大切にする

ことが始まりになると思います。取り巻く状況

や身のまわりに起こることは嫌なことや辛い

こともあるわけですが、良い面だってありま

す。物事のプラス面を積極的に探し、等身大の

自分を見つめ肯定する力が一歩ずつ前へと押

し出してくれます。 

〈少しでも就職に近づけるよう作業時間を

延ばす〉のはベースとなる力をきちんとつけよ

うという気持ちからです。ただ、どんなに頑張

ろうと思っても、そこは人間なわけですから

〈体調と仕事が均等に両立すること〉が大事と

ずばり見抜いておられます。また〈今年は元気

で頑張りたい〉といっても自分のことだけ頑張

るというのではなく、〈自分の班の仕事だけで

なく、他班の仕事も丁寧にしっかりとやれたら

良い〉との言葉も聞くことができました。  

〈商品の在庫に注意しつつ、その仕事をしっか

りしたうえで、尚且つ就職活動を頑張る〉とい

う責任感溢れる抱負や、就職するのは目標だけ

れども〈親が安心して余生を暮らせるよう

に！！〉と家族への想いも忘れません。他には

〈料理がよくできるようになりたい〉方、〈パ

ソコン操作の技術を身につけたい〉方など、み 
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なさん本当に生活の質を高めたいと願って

いるのが分かります。 

スタッフも前を見据えて物事のプラス面を

探し、メンバーと一緒に進んでいきたいと改め

て感じる新年となりました。地道に努力する人

の通う西山高原工作所です。本年も変わらずご

支援のほどよろしくお願い申し上げます。 

 

行事・出展など 

 

さて年のはじめということで、報告が前後し

ますが、秋以降の取り組みをご紹介致します。 

 １０月１日：西山高原工作所はグループホー

ム山ノ内とともに１０周年を記念する式典を

催しました。７２名の参加で利用者の方一人ひ

とりの発言もあり盛会のうちに終了しました。 

１０月３日：恒例の「ふれあいの里秋まつり」

に出展させて頂きました。途中から雨が降り出

し、少し早めに片づけることになりましたが売

上げも好調で隣のブースの方とも仲良くなり

ました。 

１０月１７日：京都ミレニアムライオンズク

ラブさんの「桂川あき缶ひろい」ボランティア

に参加させて頂きました。みんなで協力しあっ

て河原まで荷物を運んだり、ゴミを拾いまし

た。その後でおいしいごちそうを頂き、秋晴れ

の中楽しいひとときとなりました。 

１０月２１日：「西京区こころの健康講座」

に参加。メンバー４人が参加し、一人が発表、

もう一人がサポート役、他の２人は出展販売を

しました。 

１２月４日：みやこめっせ「ふくふくフェスタ」

に出展。５人のメンバーが販売に携わりまし

た。みんなでシフトを決め、それ以外の時間は

いろんなブースを見てまわり、晩秋の有意義な

一日となりました。 

１２月２７日：一年の締めくくり《納会》を

しました。メンバーは１５人で、詩を作ったり、

ゲームをしたり楽しく過ごしました。 

１月４日：《初会》では皆でお寿司を食べ新

年の抱負を述べました。 

 

作業紹介 

 

 印刷班：冊子や名刺、ポスターなど各種印

刷・製本の注文を頂いて丁寧に検品し納品しま

した。 

 縫製班：T・V 字帯、腹帯の縫製、しつけ、

裁断、ミシンなどミーティングで一日の作業の

流れと分担を決め、熱心に取り組みました。近

くの児童館の子どもたちの誕生日プレゼント

（巾着）を毎月注文して頂いています。 

 検査班：スイングプレートという合成樹脂製

品の検査をしています。数の確認についても、

協力しあって行います。 

 袋班：さまざまな紙袋の折り、切り、糊貼り

の工程を分担し、仕上げています。誰が何を担

当するかなどミーティングを大切にしていま

す。 

 独自製品：田島征彦さんに描いて頂いた原画

による T シャツ作りや友禅紙の小物など美術

展や出展の開催に合わせてその都度チームを

作り生産しました。 

 

どの班もどの作業も話し合いを大切にして

行いました。より良い製品を作っていけるよう

今年も頑張りたいと思います。日頃のご支援を

感謝しております。ありがとうございます。 



10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

☆グループホーム賀陽 

 

メンバー各々が日中活動を大事にしつつ、

夕食はみんな揃って楽しい時間にしていき

たいと思います。 

また得意分野、趣味を活かした休日の過ごし

方をしていきます。 

そして自分たちの生活に関わることは話し

合って進めていく。 

この３点を大事にしつつ楽しい空間である

よう心掛けていきたいです。  （入居者） 

今年の目標は、「ゆっくり・のんびり暮ら

す」ことです。それでいて、決められたこと

や約束をきっちり守りたい…と思う私は欲

張りでしょうか？       （入居者） 

☆グループホーム山ノ内 

 

今年はグループホームの統括リーダーと

して、恥ずかしくない人間になりたいと思い

ます。トイレ掃除、風呂場の掃除、床掃除、

ミーティングの司会等です。みんなが和気

藹々とした場になるよう心配りをしたいと

思います。 

また他のグループホームとの交流も考え

ていこうと思います。 

私個人のことですが、今年はハローワークに

通ってみようと思っています。自立した自分

を想像できるようになればいいなぁ、と思っ

ています。           （K.Y） 

☆グループホーム光 

 

今年は一人暮らしを目標にしたいです。理

由は「優雅にのんびりと自由に生きたいか

ら」ですが、特にグループホームでの暮らし

に束縛を感じるというわけではありません。 

日中はデイケアに通い、職員と冗談を言い

合うこともあります。一人暮らしを始めた

ら、可愛い女性ヘルパーが来てくれたら嬉し

いですね（笑）         （入居者） 

新年最初の「光彩だより」ということで、今回は入居者の皆さんから今年の抱負につい

て聴かせてもらいました。 

 

 今年 1 年、スタッフも皆さんとともに目標に

向かって努力していきたいと思います。 

 皆様にとりましても良い年になります様、お

祈り申し上げます。 

（グループホーム賀陽・山ノ内・光  

スタッフ一同） 
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◆ヘルパーステーション光彩スタッフより 

 

ヘルパーステーション光彩で常勤になり早一年が経

ちました。ぞくぞくと新しい利用者さんやヘルパーさ

んが増え、有難い毎日です。加藤先生はじめ、上村副

理事長の理念の元、精神に障害のある方々への在宅支

援と、支援に入るヘルパーさんへの啓発活動、精神に

障害があるというだけでネガティブな偏見が低減する

よう研修会を行っています。研修会は好評の為、平成

23 年度は年２回開催予定をしています。またピアヘル

パーさんが多く登録でおられるのですが、同じ生活の

しづらさを抱えるピアだからこそできる在宅支援の良

さ、障害を抱えながらも一般ヘルパーさんに負けない

働きぶりに感動を受ける毎日です。在宅ヘルパーは直

行直帰が多く孤立しやすい環境が生まれる為、ヘルパ

ーステーション光彩では昨年５月より、月１回のペー

スでヘルパー勉強会を行っています。共に学び、苦悩

を話合う中で連帯感が生まれ、一人ではないという心

強さとモチベーションが上がります。沢山の個性ある

ヘルパーがいるからこそできる多様な利用者さんへの

絶妙な対応にも目が離せません。私は、ヘルパーの皆

さんの力がより輝いて発揮されているこの場に携らせ

て頂いていることに深く感謝致しております。今後と

もよろしくお願い致します。   （山下理恵子） 

 

ホームヘルパー。人の命を預かる大変な仕事で、神

経症という障害を持つ自分に勤まるかと心配でしたが、

勤務を一つ一つ終え、その日その日を何とか終えまし

た。最初はビクビクハラハラしていましたが、だんだ

ん度胸が座ってきました。今でも心身が疲れた時はス

タッフの人に甘えて休ませてもらう時もあるのですが、

障害に理解があり、気兼ねなく休ませてもらえました。

今もなお利用者さん宅で慌てることもあるのですが

「落ち着いて落ち着いて」と自分に言い聞かせて仕事

をやり抜きたいと思います。今年の抱負として、もう

仕事を変わるつもりはないので、自分の心身に無理の    

 

 

 

ない程度に仕事を続けること。今年の目標に、介護福

祉士の資格を取って、生涯勤めたいと思っています。 

                 （星野秀範） 

 

ヘルパーになって半年。最初は自分にできるかドキド

キものでしたが、良い利用者さんに恵まれ、また素晴

らしいスタッフさんの後押しで、いつも楽しく仕事し

ています。これからももっと技術と知識を増やして、

ステップアップしていきたいと思います。 

                 （舩越克真） 

 

ヘルパーの講習・研修に沢山参加し、ゆくゆくは介護

福祉士を目指してスキルアップを図り、自分の成長で

きる事も含めて頑張っていきたいと思っています。ピ

アヘルパーとして、私の疾患の経験などがお役にたて

ればと思います。よろしくお願い致します。 

                 （山内亮太） 

 

新年あけましておめでとうございます。光彩に入り、

障害のある方、精神の方、色々な方とお会いすること

があり、まだまだ戸惑いながら過ごしています。そん

な中、思うのですが、私より利用者様の方がはるかに

頑張っているのが伝わってきて、とてもパワーを貰い

ます。また、とても繊細な方も多く、逆に支えられ励

まされることもしばしば。寄り添う支援を心がけ、少

しでも利用者様の願いが叶えられたらと日々頑張って

います。今年はウサギ年！ウサギのように大きな耳で

アンテナを張って頑張って行きます。  

                （長田実穂子） 

 

昨年 11 月より仲間入りさせて頂きました、ちびまるこ

ちゃんのお母さん似の笠井です。随分とブランクがあ

るので一つ一つ勉強しながら、利用者さんの心に寄り

添いながら、のんびり、ゆったり、お仕事を続けてい

きたいと思っています。どうぞよろしくお願いします。          

（笠井由貴江） 

ヘルパーステーション光彩 
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法人からの報告 

 

●在職者訓練 

 

 国からの助成を得て、仕事をされている精

神に障害のある人たちに向けて在職者訓練

「パソコン実践科」を８回の日程で１０月か

ら１２月まで開催しました。10 名が参加さ

れ、仕事に役立つパソコン技能を学びました。

技能を高めるだけでなく、仲間作りの場や余

暇の有効な過ごし方にもなりました。 

●職業訓練の報告 

 

精神に障害のある人たちを対象とした職

業訓練は平成 17 年から開始した「介護サー

ビス科」をはじめとして、「OA 基礎科」「OA

実践科」と充実してきています。平成 21 年

度からは訓練・生活給付金の支給対象とな

り、受講しやすくなっています。修了生の 3

割は雇用され、職域が広がっています。 

■平成２２年度「介護サービス科」が 

修了しました 

 

９月の上旬から開始した求職者向け短期職

業訓練「介護サービス科」は１２月２４日に

受講生６名が無事に修了証を授与されまし

た。４ヶ月という長期間の座学・実習でした

が皆さんよく頑張られたと思います。この実

習を通して就労に向けて自信をつけられた

ことでしょう。この経験とヘルパー２級の資

格を生かし、就労をめざして頑張っておられ

ます。皆さんが就労出来るよう祈っていま

す。 

介護サービス科は今秋にも実施する予定で

す。興味のある方はご参加下さい。 

             （梅沢信吾） 

●地域福祉推進モデル事業助成を活 

 用して地域交流会を開催しました 

 

平成２２年１１月１６日（火）午後１時

から朱雀工房において朱七学区の社会福祉

協議会・女性会の役員さんたちと交流会を

開催しました。老人配食サービスのお弁当

の試食、うつ病についての話、利用メンバ

ー３名の体験談、中京区こころのふれあい

ネットワークの案内、朱雀工房の見学を行

いました。２５名の参加があり、メンバー

への質問、笑顔でのやりとりがみられ、よ

い交流ができました。この催しは中京区地

域福祉推進モデル事業から助成をいただい

て実施しました。 

地域の方たちに精神保健福祉や施設につ

いて知っていただくためにこのような取り

組みを続けていきたいです。 

             （上村啓子） 

 

●平成２２年度 清掃作業講習会が 

修了しました 

 

無事に全員が修了することができまし

た。アビリンピックの清掃競技を視野に入

れた講義内容に全員が集中して取り組み、

講師の先生方のご指導の元で清掃技術の向

上に励みました。 

 受講生の方から、「就職が決まり今はアビ

リンピックを目指し勉強中です」との報告

を頂いています。皆様のご支援に感謝致し

ますと共に、来年度もご協力頂きますよう

よろしくお願い申し上げます。 

      （斉藤夕子） 
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●いろいろな集まりをしています！ 

 

 なごやかサロンでは、「ピアサポートの集ま

り」や「介護サービス科」や「パソコン」に

関する訓練のＯＢ会を開催しています。地域

でいろいろな活動にがんばっていらっしゃる

仲間の交流の場を設け、互いに元気になって

いただくことをめざしています。仲間の力は

とても励みになるものです。ピアサポートの

集まりは年３回程度、ＯＢ会は年１回ずつ開

催します。皆様ご参加ください。 

●ジョブコーチ制度を活用しませんか？ 

 

ジョブコーチは、事業所へ出向き、障害のあ

る方に作業指導や人間関係に関する支援や助言

などを行い、安定して働くことが出来るように

サポートします。また事業主には、障害特性の

理解促進や支援のノウハウを提供し、働きやす

い環境作りのお手伝いをします。 

 当法人には、現在２名のジョブコーチが在籍

しています。法人内の事業所から就職された

方々の多くは、ジョブコーチ制度を利用し現在

も安定して働いています。平成２２年度現在で

は、朱雀工房から２名の方が制度を活用しなが

ら就職されています。 

 利用者からは、『日頃から関わりがあり信頼し

ているスタッフが、会社に来てアドバイスをし

てくれたり、何でも相談できるので安心です』

との声があります。他事業所の利用者の支援

も可能です。京都障害者職業センターにお問

い合わせください。    （向井規子） 

 

 

 

●委託職業訓練「ＯＡ実践科」開催 

  

平成 23 年１月７日から３月いっぱいまでパ

ソコンの実践能力を磨き、就職を目指す職業訓

練である「ＯＡ実践科」を実施しています。受

講生 15 名が月・水・金・土の 9:00～16:30 まで、

パソコンや対人技術を学びます。パソコンの講

習では、ワードやエクセルの使い方だけでなく、

実際の仕事の場面を念頭に置いた書類の作成や

ネットワークの構築などを個人やグループで勉

強する予定です。３月にはＭＣＡＳというパソ

コンの技能検定を受験します。 

またビジネスマナー講習やＳＳＴなどを通じ

て、職場で具体的に役に立つ対人技能を勉強し、

実践力をさらに磨く予定です。一年で一番寒い

時期の講習会になりますが、健康管理に気をつ

けて皆が修了出来るようサポートを続けていく

予定です。皆様よろしくお願い致します。 

●野地芳雄理事  

京都新聞社会福祉大賞受賞 

  

法人開設や朱雀工房設置に中心になって動

いて頂き、以後も法人の役員をつとめてくだ

さっている野地芳雄さんが、京都新聞社会福

祉大賞を受賞されました。精神保健福祉の向

上や家族会活動にご尽力された功績が認めら

れたものです。関係者で１２月４日に受賞記

念祝賀会を行いました。お琴の演奏、歌、お

祝いの言葉が贈られ、こころ温まる会となり

ました。今後もお元気でご活躍されますこと

をお祈り申し上げます。 
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≪編集後記≫ 

光彩だよりの編集期限の目標を何度も立て直し

ながら、ようやく完成してホッとしています。 

今年の冬は寒かったので早く暖かくなってほし

いなと思い、春が待ち遠しいです。 （吉水莉恵）

●京都ミレニアムライオンズクラブ 

１０周年記念にアワードを贈呈しました 

 

クラブ創設以来ずっとご支援いただいてい

る京都ミレニアムライオンズクラブ様が１０

周年を迎えられ、１２月７日に記念式典が開か

れました。大々的な華やかな会でライオンズク

ラブの方々の友好ときずなの深さに感激しま

した。 

 京都ミレニアムライオンズクラブ様とはヒ

ューマンマインドコンサートを開催したり、環

境整備活動を一緒に行ったりしています。継続

して多大なご協力、ご支援をいただいていま

す。精神に障害のある人たちをご支援いただい

ているライオンズクラブ様は全国的にも少な

く、大変ありがたいです。 

感謝の気持ちを表して、アワードの旗をお贈

りすることにいたしました。みんなで考え、ヒ

ューマンマインドコンサートの際に使用した

マークを図案化しましたが、思った以上に素敵

なものに仕上がったのではないかと自画自賛

しています。 

 これからも京都ミレニアムライオンズクラ

ブ様とともに活動していけたらと思っていま

す。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

●ありがとうございました 

    

■朱常本店様 

 年末に朱常本店様よりバナナのご寄贈をいた

だきました。おいしいバナナで利用者、職員と

も楽しみにしています。夏と冬、年２回いただ

くバナナは恒例となっていますが、長年贈り続

けられるのは並大抵のことではないと思いま

す。本当にありがとうございます。 

 

■京都新聞社会福祉事業団様 

 京都新聞社会福祉事業団様から朱雀工房で行

っている高齢者配食サービス事業に対してお米

とウエットティッシュのご寄付をいただきまし

た。歳末ふれあい募金に寄せられたご寄付から

贈られたものです。ご高齢者に食事が１食でも

安価で提供されるようにとご寄付くださったも

のです。そのお気持ちにこたえてよりおいしい

食事をお届けしたいです。 

●京のかれん家族会から 

 

 法人運営施設の朱雀工房、ワークステーショ

ンかれん工房、西山高原工作所に通所してい

る、また通所したことのあるご利用者のご家族

で構成される家族会です。「ささえあい」「まな

びあい」「はたらきかけ」という三つの柱で活

動しています。年末にはお互いの困ったことに

助言をし合う勉強会と忘年会を行いました。2

月にはご利用者の日頃の活動の報告がありま

す。 

 趣旨にご賛同いただき、よろしくご参加くだ

さい。 
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